
数学科授業案（略案） 

日 時 平成 21年 12月 22 日(火) ２校時 
生 徒 ２年Ａ組 男子 23名 女子 16 名 
授業場 ２年Ａ組教室 
授業者 辻 川 智 宏・下 村 伸 大 

                                 （Ｔ１）    （Ｔ２） 

Ⅰ 単元名     ２学年 「５章 三角形と四角形」 

 

Ⅱ 単元の目標 

   演繹的に考察する活動を通して，特別な三角形や四角形の性質や条件についての理解を深め，推論を表現する

能力とともに証明から新たな性質を見いだそうとする態度を養う。 

 

Ⅲ 教科論にかかわって 

 １ 「活用する」とは 

   数学を活用する場面は大きく二つに分けることができる。一つは既習内容を新たな学習内容の習得に活

用すること、もう一つは数学を現実的な問題の解決や他教科の学習に活用することである。 

   前者の活用については，数学の系統性からそうした場面は多く，例えば，文字式や等式の性質を活用し

て１次方程式の解が求められ，その１次方程式と乗法公式を活用して２次方程式の解が求められるなどで

ある。後者の活用は，日常生活や社会の文脈に落とした問題の解決に数学を活用すること(数学的リテラ

シー)などである。これはＰＩＳＡ調査を契機に大きく注目されている。 

 

２ 本校数学科が提案する「数学のよさ」の実感へ導く手立て「活用型の学習」とは 

 

 

※本校数学科の「活用問題」のおさえ 

① 問題解決の過程で得た知識・技能を活用することで，さらに思考力や判断力，表現力を高めること

ができる問題 

② 解決した問題設定とは異なる日常生活や社会の文脈に落とした問題 

 

 ３ 「数学のよさ」と「実感へ導く手立て」の階層的なとらえ 

 よ  さ 実感へ導く手立て 

教科レベル 

（数学） 
・数学的な見方や考え方の利便性や有用性，美しさ 

・基礎的な概念や原理・法則の利便性や有用性，美

しさ 

・数学的な表現や処理の利便性や有用性，美しさ 

・「活用型の学習」の展開 

領域レベル 

（図形領域） 
・身の回りにあるさまざまなものを，「形」「大きさ」

「位置関係」の観点からとらえ考察できること。 

・「活用型の学習」の展開 

単元レベル 

 
・三角形や四角形の性質を演繹的に考えることを通

して養われる論理的な考え方や表現力の利便性や

有用性 

Ａ解決した問題を追究する活動を取り入れ

る。 

Ｂ証明を伝え合う活動を取り入れる。 

 

 ４ ２年Ａ組の生徒の実態（図形領域の行動傾向アンケート結果：本単元導入時に調査） 省略 

情

報

収

集 

ア 図形のきまりについて、さらにいろいろなことを知りたいと思う。     3.1 8 人 

イ わからないことがあれば、調べたり、質問したりして解決している。    2.9 10 人 

ウ 「対頂角は等しい」など図形のきまりを確かめる証明には、興味がない。(Ｒ) 1.8 7 人 

挑 

戦 

エ 少し難しい問題でも取り組んでみようと思う。              3.1 7 人 

オ 少しでも問題が難しいと感じると、やる気がなくなってしまう。(Ｒ) 1.9 6 人 

カ 正解できなかった問題は、答え合わせの後、もう一度取り組んでいる。   2.8 15 人 

独

立

達

成 

キ 自分の力でできるところまで問題に取り組んでいる。 3.5 2 人 

ク 問題が難しいと、すぐ人に聞いてしまう。(Ｒ) 2.0 8 人 

ケ 時間がたつのを忘れてしまうほど、集中して問題に取り組むことがある。  2.8 15 人 

問題解決の後に，「活用問題」に取り組む活動を取り入れた授業 



Ⅳ 本時案（３／１４） 

１ 本時の目標 

 問題づくりを通して，二等辺三角形の定理などを根拠にして証明することができるとともに，解決した

問題について追究しようとする。 

 

２ 本時の展開                 ○･･･発問  △･･･補助発問  □･･･指示，説明 

学  習  活  動 主な働きかけ 【評価方法】 備  考 

１．問題１の問題文に適した図をワークシートに

記入することができる。 

  （例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．仮定や二等辺三角形の定理を根拠にした証明

をワークシートに記入することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．証明が成立するように２点Ｄ，Ｅの設定条件

を変えた問題と解答をワークシートに記入する

ことができる。 

 

  

 

 

 

 

       

 

 

 

 

４．仮定や二等辺三角形の定理を根拠にした証明

をワークシートに記入することができる。 

  

 

 

 

 

○「問題１の図を完成させよう。」 

【観察・ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

□「全体で確認しよう。」 

【発表・観察】 

 

○「問題 1 の証明に取り組んでみ

よう。」 

【観察・ワークシート】 

 

 

 

 

□「全体で確認しよう。」 

【発表・観察】 

 

 

 

 

 

○「問題２に取り組んでみよう。」 

【観察・ワークシート】 Ａ 

 

※㋓の条件だけは証明できない。

例えば DC=EC=BC とすると証

明できる。 

※㋒は３年生で学習する定理を用

いると証明できる。 

 

 

 

 

 

 

○「黒板に示した問題に取り組ん

でみよう。」 

【観察・ワークシート】 

 

□「全体で確認しよう。」 

【発表・観察】 

 

◇自分の力で取り組

むように指示する。 

 

◇ワークシート配布 

◇問題１の図を未完

成のまま提示する。 

◇定規の目盛りの使

用を認める。 

 

 

 

 

◇解決できない生徒

への配慮：△ＤＢＣ

と△ＥＣＢを抜き

出した図を黒板で

示す。（Ｔ１） 

◇早く解決できた生

徒への配慮：問題２

に取り組むよう指

示する。（Ｔ２） 

 

 
期待する行動傾向 
自分の力でできる

ところまで取り組む。 
独立達成 
 
◇解決できない生徒
への配慮：先に図を
完成させるよう指
示する。（Ｔ１） 

◇早く解決できた生
徒への配慮：問題３
に取り組むよう指
示する。（Ｔ２） 

 
期待する行動傾向 
２つ以上の条件変

更を含んだ問題作り
に取り組む。 (Ｈ層 ) 
挑戦 
  
◇問題２で生徒がつ
くった問題を２題
提示する。 

◇問題３で生徒がつ
くった問題は次時
以降に扱う。 

 

 

 

 

【問題１】下の図は，ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形

ＡＢＣである。ＡＢ，ＡＣ上にＢＤ＝ＣＥとなる

ような２点Ｄ，Ｅをとり，点Ｃ，Ｂと結ぶ。 

 このとき，△ＤＢＣ≡△ＥＣＢであることを証

明しなさい。 

(証明例) 

△ＤＢＣと△ＥＣＢについて， 

 ＢＤ＝ＣＥ（仮定） 

ＢＣ＝ＣＢ（共通） 

∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ（二等辺三角形の底角） 
２辺とその間の角がそれぞれ等しいので 
△ＤＢＣ≡△ＥＣＢ 
 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

< 問 題 １ > に つ い て 追 究 し よ う 。 

＜予想される反応＞ 

㋐ ∠Ｂ，∠Ｃ を二等分するような 

㋑ ∠ＢＤＣ＝∠ＣＥＢ となるような 

㋒ ＤＥ ＢＣ となるような 

㋓ ＤＣ＝ＥＣ となるような 

㋔ ＡＤ＝ＡＥ となるような    など 

 

 

 

 

 



 



 


